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２月６日（水）、ＯＢ講話「ようこそ！スペシャリスト」が、２年生

を対象に視聴覚室で開催された。講師は、本校ＯＢで月田農園経営の月

田祥拓先生（平成 24 年 3月 1 日卒業）。約 90 分にわたって高校時代の

受験勉強や部活動（スキー部クロカン）の思い出、大学時代の活動、現

在の月田農園で働く日々の近況等、興味深いお話をたっぷりとしていた

だいた。特に、宇都宮大学農学部に推薦合格を果たすために頑張った体

験談や同級生の難関私立大学一般入試合格のエピソードに、生徒は興味

津々で熱心に聴き入っていた。できれば、全校生徒にもぜひ聴かせたかったと残念に感じるほどの有

意義な講話となった。また、２年生の近年稀に見る真面目な聴講態度には大いに感心させられた。 

①英語は特に大事なので、英語だけはしっかり勉強しておくこと。私は高校時代勉強不足だったので、 

大学進学後英語でかなり苦労しました。どの進路であれ、英語は本気で取り組んでほしい。 

②学部学科を早めに絞り、理系は研究室まで調べ、やりたいことを明確にして進学すべきです。 

③やる気が出ない場合は、とりあえず教科書・ノートを開き１問でもやり、やる気が出るのを待つ。 

 
 

◆自分も国公立大学を目指しているので、今日のお話を聴いてより意欲が湧いてきた。英語は本 

当に大事だと聴き、今まで以上に英語に力を入れて学習していこうと思った。    （女子） 

◆私もあまり英語は得意ではないので、せめて基礎はしっかり身につけてから高校を卒業したい。

やりたくない勉強もやり、残り 10 か月死ぬ気で勉強していけたらいいなと思います。 （女子） 

◆私はやる気が出ない時はついさぼってしまうことがあるので、今回の講話に出てきたように、 

たとえやる気がでなくても教科書やノートを開き一問でも解くようにしたい。        （女子） 

◆大学選びでは、適当に決めてしまうと入学してから悔いが残るそうなので、そうならないよう 

 に今からネット調べ、オープンキャンパス等大学調べをしっかり行って決めたい。    （男子） 

◆月田先生は歳も近く、楽しく聴くことができ、自分としてはとても良かった。自分は大学を希 

望せず、就職だけど、今回の講話を聴いてとてもうらやましいな、と思いました。    （男子） 

◆自分たちの先輩にとても素晴らしい人がいて見習いたいと思った。花の仕事、消防団、青年会、 

狩り、忙しいけど楽しいと話されていたので、自分もそのような人生を送りたい。    （男子） 

◆私は正直、今まで大学に行きたいと思うだけで、どう行動すれば良いのかわかりませんでした 

が、今日の講話を聴いて、受験までどう行動するべきかよくわかりました。           (女子） 

◆私は将来やりたいことは決まっていません。しかし、今回の講話を通して、とりあえず動いて 

 みようと思った。多くのことを調べ、自分が楽しめる進路を探していきたいと思った。（男子） 

◆実際に大学を経験した先輩が、英語は大事だと言っていたので、本当に必要なんだと自覚した。 

 できるだけ早くやりたいことができる大学選びを研究室も視野に入れて考えたい。    （男子） 
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◆月田さんは、評定平均５、クロカン県大会優勝、と勉強と部活を両立させて尊敬したいと思った。 

自分も就職してから楽になれるように、苦しんで勉強と部活を両立させたい。        （男子） 

◆宇都宮大の推薦合格なので、やはり評定平均は大切なのだと思った。英語は勉強して損はないと

言われ、私も英語をがんばろうと思った。とにかく机に向かうことが大切だと感じた。（女子） 

◆やる気が出なくても無理やりな形でも自分自身の弱さに勝っているところが、できない私と月田

さんの違いだと感じた。私は文系なので、改めて英語を勉強しなくては、と思った。  （女子） 

◆今日の講話を聴き、私も勉強を頑張らないとやばいと、焦りが出てきた。今年は今後の 60 年を決

める大事な年になるので、本気で勉強し、地域に貢献できる看護師になりたい。      （女子） 

◆私と同じ進路だったので、とても興味を持った。育林学は自分の好きな生物の研究ができる所が

いいと思った。この講話はほぼ私のために開かれたようなもので、とても参考になった。（男子） 

◆最近勉強するやる気が起きず、ペンを持つのもつらく感じることも少なくない。月田さんが言っ

ていた、とりあえず教科書・ノートを開いて１問でも解く、勉強法をやってみたい。  （男子） 

◆今回の講演で、受験までに残された時間を再認識し、勉強に対するモチベーションがとても上がっ

た。英語は、受験だけでなく人生で役立つので、より力を入れて勉強しようと思った。（男子） 

◆自分は大学には進学しないけれど、研究室の写真を見て楽しそうでうらやましく思った。農林業

に対してとても興味がわいたので、家に帰り職業や資格を調べ進路の判断材料にしたい。（男子） 

◆今まで私は、テスト前だけ勉強していたので、学年が上がる前に勉強する習慣をつけたい。ずっ

と英語から逃げ続けていたので、後悔しないためにちゃんと勉強と向き合いたい。    （女子） 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＢ講話でも月田先輩が２年生へ指摘していたように、毎年、先輩の受験体験

記（就職・進学）に書かれる反省点は、ほぼ下記の１０となる。特に２年生は、

受験まで１年を切っているだけに、下記の１０項目を意識して一日も早く実行に

移すことが大切だ。早く目覚めて実行できた人が進路実現を果たすことになる。 

 

➊授業・復習を大事にして、成績・評定を少しでも上げておけばよかった。 

➋２級以上（英検・漢検・数検）の資格試験を、早く取得しておけばよかった。 

➌新聞・テレビのニュースを毎日観て、社会を広く知っておけばよかった。 

➍進路に関連する本や資料をよく読んで、専門知識を蓄えておけばよかった。 

➎自分の目玉・実績（部活動・生徒会等）を、早めに固めておけばよかった。。 

➏学校調べ・オープンキャンパス参加を、早めに数多くしておけばよかった。 

➐志願理由・自己ＰＲを早めに固めて、面接準備を万全にしておけばよかった。 

➑いつ何をどのように勉強するか、学習計画をきちんと立てればよかった。 

➒自分は自分、周りのムード・雰囲気に流されずに勉強すればよかった。 

➓遠慮せず、先輩・先生・大人から体験談・助言をどんどん聞けばよかった。 


